
【事業内容】 

 今冬の電力需給ひっ迫の可能性が示されている北海道電力管内において

電気の供給力を強化し、もって電力需給の安定化に資することを目的として、

自家発設備に対し設備の導入費や燃料費の補助を行います。 

 

【対象事業】 

 対象地域（北海道電力管内）において、電気事業法第三十八条第四項に定
める自家用電気工作物のうち常用発電設備（以下「自家発設備」という。）に
より、以下の事業を行うものであって別に定める交付要件を満たすもの。  

 

    （1）電気事業者へ電気を供給する事業  

       【1】既存設備の増出力する場合 

       【2】休止・廃止設備の再稼働する場合 

       【3】新規設備（増設含む）の稼働により電気を供給する場合 

    （2）自家消費の目的で自家発電設備の設置等を行う事業  

       【1】既存設備の増出力する場合 

       【2】休止・廃止設備を再稼働する場合 

       【3】自家発電設備を新増設する場合 

【補助対象経費】燃料費、設計費、設備費、工事費 

【公募期間】平成２５年１０月１５日（火） 
                    ～１２月６日(金)  １７時（必着） 

 

源 ネルギー 境
Hokkaido Bureau of Economy, Trade and Industry 広報

 in  ほっかいどう 

 この冬は、12/９ ～ 3/７の期間、16:00～21:00の時間帯で、

2010年度比▲６％以上の数値目標を定めて、節電をお願いする
ことになりました。 

 冬の寒さが厳しい北海道において、安定的に電気を供給するため、

ご家庭の皆様、事業者の皆様におかれましては、節電へのご理解と

ご協力をお願いいたします。 

 

１．北海道地域電力需給連絡会の機動的開催 

２．自家発電設備の導入促進  

  分散型電源導入促進事業費補助金（うち自家発電設備導入促進事業）の公募中 

  自家発電設備への補助を行うことにより、電力の供給体制を強化。 

３．事業者向けの取組 
  (1) 「電力ピーク対策事例集」による情報提供 

  (2) 「節電・省エネ事例“虎の巻”」による適時情報の提供(現在50事例掲載中) 

  (3) 「冬季の節電メニュー（事業者向け）」の作成と活用 

４．家庭向けの取組 
  (1) 家庭の節電・省エネセミナーの開催 

  (2) 「冬季の節電メニュー（家庭向け）」の作成と活用 

  (3) 簡易リーフレットによる節電意識の喚起（北海道庁との共催） 
  (4) 省エネアクションチャレンジ「特別賞」による節電機運の高揚 

※土日・休日及び年末年始（12/30～1/3）を除きます。 

※北海道電力管内にて節電をお願いする期間・時間帯において、それぞれの需要家の2010年度の使用最大
電力（kW）の値等を目安とした基準からの節電をお願いします。 

※数値目標なしの節電については、一つの目安として定着節電として見込まれている2010年度比▲4.1％を 

   参考として下さい。 

※気温の低下、降雪時などは、需要が増大する可能性があり、特に節電に取り組んでいただくことが重要です。  

12/2 

8:00－21:00 
数値目標なしの

節電 

 

12/6 12/9 8:00－16:00 
数値目標なしの節電 

 
16:00－21:00 

▲６％以上の節電 

 

3/7 3/10 3/31 

8:00－21:00 
数値目標なしの

節電 

＜担当：電力事業課＞ 

 経済産業省資源エネルギー庁では、みずほ情報総研(株)を事務

局として、平成25年度「分散型電源導入促進事業費補助金（う

ち自家発設備導入促進事業）」の2次公募を実施しております。 

公募要領など詳細はこちらから 
 http://www.hkd.meti.go.jp/hokpk/20131015/index.htm 

＜担当：電力事業課＞ 

http://www.hkd.meti.go.jp/hokpk/20131015/index.htm
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環境・エネルギー 

北海道での環境やエネルギーの取組や国等の施策を活用した 
事業の活動状況とその後などをご紹介しています。 

＜担当：石油課＞ 
＜担当：環境・リサイクル課＞ 

 経済産業省北海道経済産業局では、この度、「グラフで見る石油・ガス
2013」を取りまとめました。 

 本資料は、最新の石油需給・価格等のデータを図表などで表すことで、
視覚的にわかりやすく捉えることを目的として取りまとめたものです。 

 詳細は当局ホームページをご覧ください。 

 ご協力お願いします 

冬はエネルギー消費が増加する季節です。１１月から３月まで
の期間において、 冬季の省エネルギー対策を促進するため、
省エネルギー・省資源対策推進会議 省庁連絡会議が開催さ
れ、「冬季の省エネルギー対策について」を決定しました。 

  今冬においては、電力需給対策に積極的に取り組む必要
が高いため、「２０１３年度冬季の電力需給対策」と一体となる
形で、省エネルギーの推進をお願いいたします。一人一人が
節電・省エネルギー対策の実践の大切さに気づき、無理のな
い範囲で身近で気軽にできることから取り組むよう心がけま
しょう。 

    また、当局でもオフィスの省エネ・節電の観点から空調管理
の徹底、照度の大幅削減等を励行しております。 

   皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。 

 http://www.hkd.meti.go.jp/hokno/graph_oil2013/index.htm 

カーボン・オフセットセミナー 
～クレジットを活用して企業価値と地域力をアップ～ 

 経済産業省北海道経済産業局では、カーボン・オフセットセミナーを開催いたします。 

 カーボン・オフセットとは、企業活動や商品の製造、サービスの提供などによって排出

する温室効果ガス排出量のうち、どうしても削減できない量の全部又は一部を、他の

場所での排出削減・吸収量でオフセット(埋め合わせ)することです。 

 本セミナーは、カーボン・オフセットする際のポイントやメリット、取組事例などを紹介し、

カーボン・オフセットの理解を深め、クレジット(Ｊ－クレジット等)の活用に向けて意識向

上を図ることを目的に開催いたします。 

日 時     平成２５年１２月１０日（火）１３：３０～１５：３０ 

札幌国際ビル ８階「国際ホール」 （札幌市中央区北４条西４丁目） 

経済産業省北海道経済産業局 

企業、自治体、団体等 

８０名(先着順) 

無料 

会 場   

主 催   

対 象   

定 員   

参加費  

PROGRAM 
 ｢Ｊ－クレジット制度について｣ 
    経済産業省北海道経済産業局環境・リサイクル課 課長補佐 福島 至 
 ｢国内のカーボンオフセット事例と効果｣ 
    カーボンフリーコンサルティング㈱ 取締役 池田 陸郎 氏 
 ｢岩手県金ヶ崎産直組合のカーボン・オフセットりんご」 
    岩手県金ケ崎産直組合農産物ブランディング検討会 企画・広報 高橋 敬多 氏 
 ｢洞爺湖町地域のクレジット創出から活用｣  
    北電総合設計㈱ 篠原 伸和 氏 

◆申込み方法等、詳細は当局ホームページをご覧ください 
http://www.hkd.meti.go.jp/hokni/20131112/index.htm 

詳細は当局ホームページをご覧ください 
http://www.hkd.meti.go.jp/hokpw/winter13/index.htm 

＜担当：総合エネルギー広報室＞ 

◆申込締切：平成25年12月5日(木) 

◆カーボン・オフセットのイメージ 

http://www.hkd.meti.go.jp/hokno/graph_oil2013/index.htm
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